
具体的方策
主
担
当

【評価指標】
＜成果指標＞＜努力指標＞

＜満足度指標＞　

【評価の根拠】
達成度判断基準

取組状況
（中間評価）

評
価

今後に向けて
取組状況

（最終評価）
評
価

来年度に向けて

【安心・安全な学校づくり】 〈努力指標〉 情報共有を組織対応に生かすことができた。

（教師アンケート）

Ａ：１００％

Ｂ：９０％

【組織づくり，取組の連携】 〈成果指標〉 学力向上RMをもとに、自分の役割を確認し遂行することができた。

（教師アンケート）

Ａ：役割を果たせた（100%）

Ｂ：概ね役割を果たせた（95%）

【働き方改革】 〈努力指標〉 勤務時間の短縮ができた

（教師アンケート）

Ａ：十分できた（100％）

Ｂ：できた（９０％）

【授業改善】 〈努力指標〉 実践していた

（教師アンケート・週案）

Ａ：十分できた（９０％以上）

Ｂ：できた（８０％以上）

【基礎基本の定着】 〈成果指標〉 実践していた

（目標点達成率・週案）

Ａ：９５％以上

Ｂ：８５％以上

【語彙力の向上】 〈成果指標〉 目標達成率

（児童アンケート）

Ａ：９５％以上達成

Ｂ：８０％以上達成

【安心・安全な学校作り】 〈成果指標〉 他者の考えに触れた

（教師アンケート・週案）

Ａ：できた（１００％）

Ｂ：十分できた（半数以上）

【自治・自主の精神の育成】 （成果指標） 自分から考え協力して実行することができたか

(児童アンケート）

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

【自己肯定感の高まり】 〈成果指標〉 意図的な手立てを実践した／学級、学校が楽しい

(教師・児童アンケート）

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

【基本的生活習慣の確立】 〈成果指標〉 ルールを守ってネットを活用している

(児童アンケート）

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

【安全意識の向上】 〈成果指標〉 安全意識が定着している

（児童アンケート）

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

【体力向上】 〈成果指標〉 体力向上のめあてを達成することができた

(児童アンケート）

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

【ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙの充実】 （成果指標） 学校支援の様子

（実施状況）

Ａ：計画的に行われた

Ｂ：ほぼ計画的に行われた

【保護者連携】 （成果指標） 働きかけた

(保護者アンケート)

Ａ：９０％

Ｂ：８０％

【ふるさと教育の充実】 〈満足度指標〉 地域貢献に取り組めた

(児童アンケート)

Ａ：９０％

Ｂ：８０％
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重点目標
（めざす

姿）

教
頭

教師アンケート
児童の見取り、いじめ等
記録シートを活用し、未然
防止、早期発見・対応に
組織的に取り組んでい
る。
A：29.4％　AB：94.1％

B

・「児童を見取る視点」について
の校内研修を重ね、教師の気
付く力の育成を図る。
・いじめ等記録シートの活用をさ
らに推進し、情報共有の徹底を
図る。

・目標を達成した具体的な児童
の姿の共有を通して、見取るス
キルの共有が図られている。
・いじめを積極的に認知し、早期
対応と確実な解消につなげた。
A:65％  B：100％

B
全職員協力のもといじめ等の
未然防止と早期発見、組織的
な対応に努める。

いじめ・不登校等の未然防止・早期対応
にむけたシステムの機能化と、教職員の
意識の向上・維持を図る。

各
主
任

教師アンケート
学力向上ロードマップをも
とに、目的意識をもって自
分の役割を果たすことに
ついてはさらなる取組の
推進が必要である。
A：23.5％　AB：82.4％

C

主任会で学力向上ロードマップ
を用いて進捗状況等を確認し、
職員室内に視覚化することで、
全教職員の目的意識と役割意
識のさらなる醸成を図る。

主任会において、常に学力向上
ロードマップを用いて各業務の
進捗状況を確認することで、組
織的な取り組みの遂行につな
げられた。
A:40％  B：100％

A

学力向上ロードマップを用いて
PDCAサイクルを実働させるこ
とで、組織的な取り組みを推
進させる。

主任会を充実させ、学力向上ロードマップ
に基づいた取組状況の確認，検証・改善
の協議、共通行動の確実な実践に取り組
んでいる。

教
頭

教師アンケート
・勤務時間短縮に向けた
取組については課題が見
られる。
A：23.5％　AB：52.9％

・ICT端末を活用した公務
の効率化については一定
の成果が見られる。
A:41.2％  B:94.1％

C

・年間業務計画表を活用し、計
画的な業務の遂行に努められ
るようにする。

・個人差解消に向け、業務の平
準化、役割分担の見直しを行
う。

・ICT端末の活用方法をさらに広
げ、校務の効率化を継続的にす
すめる。

・勤務時間短縮に向けた取組に
ついては,一定の成果が認めら
れるが、継続的な取り組みの推
進が必要である。
A：30.0％　AB：80.0％

・クロームブックの活用が業務
の効率化と業務改善につながっ
ており、個人差についても改善
傾向が認められる。
A:65.0％  B:95.0％

B

各教職員の専門性を生かし、
適切な時間管理を行いチーム
学校として最善を尽くす。

・月２回の定時退校日に加え、各自が自
主的な定時退校日を計画的にとる等目標
達成のための工夫をする。
・学力向上ロードマップをもとに、役割分
担の明確化と業務の平準化を図る。
・校務にクロームブックを活用し、効率化
と多忙化改善につなげる。

研
究

教師アンケート
・授業の中で、学習活動
をさせているが、意識して
取り組んでいるか自信は
持てない。A：35.3％ 
AB:88.2% B

・児童と職員のアンケート結果
を比較し、目標達成につなげる
学習課題を意識できるよう2学
期の提案をする。

児童が学習課題を意識したりア
ウトプットしたりする場面を先生
方が意識して設定していた。今
後は学習内容（表現）を児童と
吟味する場の設定を意識してい
く。
A：40.0％ AB100.0%

B

既習を生かして問題解決する
こと等を通して、学ぶ楽しさを
実感し、自ら考え、みんなで学
びを深め合う子を育成する。

・目標を達成した児童の姿を想定し、目標
達成につなげるための学習課題・学習活
動・振り返る活動を意識し実践する。
・学びを生かし問題解決する学習活動を
意図的に設定することで、学びを実感さ
せる。

教
務

chromebook等のICT活用
は効果的だと感じつつ，
必要な時をかなりしぼって
使用しているところに課題
が見られる。
週案上でクロムの使用率
１５％以上は、C:５８．３％

C

・2学期は職終の後に実践交流
の時間を入れる。
・毎月の活用時間を広め、積極
的に活用するよう働きかける。

・全クラスの週案上でクロムの
使用率が上がっていることか
ら、職終後の実践交流に効果が
あったと考える。
・全クラス1週間で平均31.3％の
使用率があった。クロムの使用
率15％以上は、B　91.7％

B

効果的なＩＣＴ活用授業を推進
し、基礎基本の定着・活用力
の向上を図る。

・目標達成に向けた学習活動において、
効果的なchromebookの活用を積極的に
進めている（15％／ｗｅｅｋ）。

学
習
指
導

児童アンケート
・読書をすることで、自分
の表現力が高まっている
というところまで実感をも
たせるために、まず児童
の感受性を育てる取組が
必要
A:37.6%   AB:72.5%
・目標冊数達成率90.7％

C

・目標冊数達成率はこのまま維
持できるよう働きかけを続ける
・さらに、本にふれ感受性を豊
かにすることを大事にできるよう
に、本を読んで「好き」「楽しい」
「おもしろい」と思う児童を増や
す取組をする。

・読書まつりを入れたことで、低
学年の来室する回数が増えた。
・読書による表現力向上につな
がる実感はないようだが、少し
ずつ読書の好きな子が増えてい
る。読書量の少ない子に対する
対策を今後も入れなくてはなら
ない。
A:30.3%   AB:72.2%
・目標冊数達成率89.0％

C

読書活動の推進や表現活動
の充実を通して、思考力、判
断力、表現力の向上を図る。

さまざまな読書活動の取組を通して、読
書の機会を保障し、児童の豊かな感受性
と表現を育成している。

道
徳
推
進

道徳チェックシート
教師アンケート
・特別の教科道徳の重点
項目の授業において，他
者と自分の考えを比較し
たり自分の考え方や行動
を見直したりする学習活
動を設定している。　
A29.4%　AB85.2%

B

他者と自分の考え、自分の考え
方や行動を見直しことができる
「発問」の設定について共有し
ていく。

道徳チェックシートより、どの学
級も重点内容項目の取り組み
は毎学期行うことができた。「発
問づくり」のOJTを通して、学習
指導要領の内容と照らし合わせ
た発問の工夫が見られる実践
につながった。
A25.0%　AB95.0%

B

道徳では、児童の実態に応じた重
点内容項目を設定し、自身の考え
方や行動などを見直すことができ
るようにする。

各学期に１つ以上、重点内容項目を設定
し、他者の考えに触れることで自分自身
の考えを見直す場のもてる授業を実践し
ている。

生
徒
指
導

児童アンケート
学級会では，自分のことと
学級の友達のことを考
え，話し合ったり決めたり
している。
A 51.2%  AB 86.4%

B

相手の意見を最後まで聞いた
り，うなずいたりするなど，共感
的人間関係の育成を意識した
指導を行っていく。

学級会等を通して，自分たちの
学級を自分たちで良くしようとす
る，自治的な話し合いが積極的
に行われていた。

A 49.5%   AB 88.4%

B
児童主体の児童会活動，学級
活動を通して主体性・協働性
を養う。

児童会活動，学級活動等において、伝え
ること、聴くこと、折り合いをつけること等
の資質・能力を育むための指導を実践し
ている。

生
徒
指
導

児童アンケート
担任の先生や，そのほか
の先生は，根気強く頑
張っていること，友達と協
力していること，自分から
頑張っていることについ
て，ほめたり，認めたりし
てくれる
A 55.7%  AB 90.2%

A

授業の中で，生徒指導の３機能
を生かす手立てを教員間で共
有し，意図的に実践していくこと
で，児童の自己肯定感を高めて
いく。

全職員に「授業に生徒指導の３
機能を生かすための自己点検
カード」を配布し，毎月集約，分
析をすることで，職員の児童へ
の働きかけを見直す機会とな
り，児童の自己固定感を高める
実践を行うことができた。
A 48.4%   AB 88.4%

B

認め合い支え合う学級集団を土台
とし、他者との関わりの中で成長す
る実感が持てるように日々の授業
を行う。

具体的場面を見取り、「粘り強さ」「協力
性」「自主性」を積極的に価値づけてい
る。（ほめる、認める、気付かせる）

保
健
体
育

基本的な生活習慣とメ
ディアの利用時間が意識
できるチェックシートを使
い指導した。A:６２　AB：８
１．２ B

それぞれの学年やクラスでの課
題を分析して明示し、生活習慣
の確立の重要性を指導するとと
もに、保護者への啓発を行い、
協力体制づくりをする。

生活習慣やメディアの使用時間
などの意識は保護者への情報
共有も加味して向上している。９
０％以上を目指し、今後も必要
性や危機意識、環境の整備へ
の配慮をさらに検討していく。
A:62.5%　AB：88.8％

B
メディアコントロールや就寝時
刻が意識できる取り組みを行
い、基本的な生活習慣の確立
を図る。

基本的な生活習慣とメディアに関する指
導を行い、よりよい生活習慣の確立に必
要なことの理解につなげている。

保
健
体
育

登下校や休み時間の過ご
し方の指導、また、火事の
避難訓練を実施し、安全
意識の向上を図る取り組
みを続けた。
A:７８　　AB：９４

A

Aの児童のみで９０％を超えるよ
うに継続して指導を行う。また、
交通安全や廊下歩行について
はアンケートでは見えないが実
際には課題がある。そのため油
断せずにその都度の指導を徹
底する。

概ね意識は定着していると答え
ている。しかし、廊下歩行や靴
の履き方、登下校での安全は子
どもが常に留意しているとは言
い難い。浅い意識でできている
と考えている視点を今後強化し
ていく。
A:77.6%　AB：95.3％

A

交通安全・生活安全・災害安
全の取り組みを通し、安全意
識を高める。

登下校の安全や休み時間の遊び方、廊
下歩行、避難訓練等の指導を行い、安全
についての正しい理解につなげている。

保
健
体
育

学年やクラスにおける具
体的な目標を明示して、３
分間縄跳びやシャトルラ
ンを行った。
A:６７．９　AB:９３．７ A

現在の記録（到達状況など）を
数値的にクラスごとに示し、次
の目標を考えさせる。また、努
力を重ねるための時間や継続
的な呼びかけを行う。

具体的数値による目標の見え
る化や継続的な取り組みを各ク
ラスで行うことにより、体力向上
への意欲・達成感を概ねの児童
がもつことができた。
A:62.5%　AB：90.3％

A

継続的な体力向上の取組を通
して、目標を立て粘り強く取り
組もうとする心と態度を養う。

3分間縄跳びやシャトルラン等の取組で、
児童に目標を持たせ、目標に向かって継
続的に努力できるよう指導している。

教
頭

授業支援（校区内町探検
等）、放課後学習支援を
要請し実施することができ
た。ＣＳディレクターとの連
携システムの構築に引き
続き取り組む必要があ
る。

B

・ＣＳディレクターとの連携シス
テムの構築をさらに進め、地域
の方々に学習活動に積極的に
参加していただける環境をつく
る。
・学習目標の達成に効果的な学
習支援の積極的に活用する意
識を再確認する。

・ＣＳディレクターとの連携シス
テムを構築することで、適時に
学習サポート等を依頼すること
ができた。
・放課後学習における学習サ
ポートを計画的に位置づけるこ
と、学習サポーターを拡充する
ことが今後の課題である。

B

連携を密にし、活動をより一層
充実させることで、地域との連
携・協働を推進する。

学校運営協議会を計画的に開催すると共
に、CSﾃﾞｨﾚｸﾀｰとの連携システムを構築
し、学校支援の充実を図る。

教
頭

保護者アンケート
各家庭でメディア利用に
関するルールを決め守ろ
うとしている。
A:42.3%　AB:87.6% B

家庭学習がんばり週間の取組
に加え、寺井中地区共通の取
組をもとに、児童会主体の活動
を促し、自律的な取組としてい
く。

クロームブックの持ち帰りに伴っ
て、保護者と情報を共有し、必
要に応じた家庭でのメディア活
用に関わる注意喚起を実施す
ることができた。
A:36.2%　AB:90.4%

A
保護者と児童の課題を共有
し、よりよい家庭生活習慣の
確立に努める。

保護者が、家庭学習の目標時間や各家
庭でのメディアのルールを守るように働き
かけている。

教
頭

児童アンケート
ふるさとの町をよりよくす
るために、地域に貢献しよ
うとする意識の醸成に今
後も取り組む必要があ
る。
A：47.7％　AB：79.4％

C

生活科や総合的な学習等にお
いて、地域の自然や人材を生か
す学習活動を積極的に取り入
れ、ふるさと能美市の良さを実
感できるようにする。

地域の文化や人材等を生かし
た学習活動を意図的に位置づ
けることで、地域の文化や自然
を大切にしている人の思いに触
れたことが、能美市の良さの実
感につながっている。
A：46.5％　AB：89.8％

B

地域の自然や人材を生かした
ふるさと教育を推進する。

ふるさと能美市の良さに気付き，地域に
貢献しようとしている。

中間評価を受けて
・読書活動の推進について、目標冊数達成率は高い。語彙力の向上につなげるための取組の工夫が今後求められる。
・働き方改革については依然として課題が残る。継続的な業務の平準化への取組に加え、学力向上ロードマップやＩＣＴを有効活用し、教育の質を落とさない業務改善につなげていく。
・授業改善については、学校研究の取組と連携し、ＩＣＴの効果的な活用の視点を持たせさせながら推進し、児童と成果や課題を共有していくことが重要である。

最終評価を受けて
・自らの問いの解決に向けて、対話を通して思考したり構想したりしながら主体的に学習に取り組める児童を育成するため、広く指導を受けながら授業改善を積み重ねていく。
・地域の文化や人材を生かした学習活動を計画的に実施することで、児童の地域を誇る気持ちや地域に貢献しようとする児童の意識を醸成していく。
・働き方改革については、ICTの効果的な活用を継続するとともに、学力向上ロードマップや校務年間計画などを活用して取組状況を可視化することで、取組の徹底と平準化に努める。

1

組
織
的
な
学
校
運
営

・いじめ・不登校等の
積極的な認知に加
え、情報共有に基づ
く組織的な早期対応
と確実な問題解消に
つなげるための校内
研修を実施する。
・目指す児童像を主
眼においた業務の見
直しを行い、教職員
一人一人が目的意
識と参画意識を持ち
ながら業務の遂行に
取り組めるようにす
る。
・校務の平準化につ
ながる校内研修等を
計画的に位置づけ、
県教員育成指標に
基づく人材育成に組
織的に取り組む。

2

知

（
学
校
大
好
き

）

・自ら見出した問いに
ついて、主体的に思考
したり判断したりできる
よう促したり問い返し
たりすることで、対話を
通して目標を達成する
ことのできる授業の実
践に取り組む。
・目標達成にむけて児
童が目的をもってク
ロームブックを活用で
きるよう、目的意識や
相手意識をもって学習
に取り組めるようにす
る。
・感受性の醸成と表現
力の育成のために、児
童が目的をもってアウ
トプットする活動等を
意図的に設定し、読ん
で得た豊かな表現を
活用し、自分の思いな
どを伝達することがで
きるようにする。

3

徳

（
友
達
大
好
き

）

・道徳における重点内
容項目について、児童
の実態をもとに見直す
ことで、児童の道徳性
の涵養に努める。
・課題、取組方法、検
証方法等を児童と共
有しながら、自治的な
学級活動・児童会活動
とする。
・共感的な人間関係に
基づく授業改善につな
げるよう、具体的な取
組時期・取組方法・検
証方法を共有し、確実
な取り組みと成果の実
感を児童と共有してい
く。

4

体

（
自
分
に
挑
戦

）

・学級活動を意図的か
つ計画的に行うこと
で、児童が主体的に、
健康的な生活につい
て考え実践できるよう
にする。
・具体的な想定のも
と、実践的な避難訓練
を実施することで、主
体的に考え判断し、適
切な避難行動をとれる
ようにする。
・体力面の課題を的確
に捉え、児童が主体的
に目的をもちながら年
間通して体育の時間
に継続的に取り組める
ようにする。
・目的をもって主体的
に取り組めるよう、家
庭学習の内容を工夫
する。

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

・本年度の活動状
況をもとに啓発資
料を作成し、さらな
る学校サポーター
の拡充を図る。
・コドモン等保護者
との連絡ツールを
活用し、課題や対
応策等を共有しな
がら、学校と保護
者、地域との連携を
さらに深めていく。
・地域の文化や環
境を生かした学習
活動をさらに推進す
るため、地域を素材
とした校内研修の
充実を図る。（CS・
保護者との連携を
含む）


